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　　　　　　　未来を生きる子どもたちに必要な力とは 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないとう　しんいちろう 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲沢北小学校長　内藤　伸一朗 
 

　いつも本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 
　今、私たちが育てている小学生たちは、これから10年、20年先の社会を生きていく
ことになります。その未来は、今とは大きく異なる可能性があります。AI やロボット
が今以上に身近になり、仕事の内容も大きく変わることでしょう。そんな時代を生き
抜くために、子どもたちにはどのような力が必要なのでしょうか・・・・。さまざま
な方法で調べていくと、次の４つの力が必要なことが分かりました。 
○　自分で考え、判断する力（思考力・判断力） 
○　人と協力する力（コミュニケーション力・協働力） 
○　新しいことに挑戦する力（創造力・チャレンジ精神） 
○　自分を大切にし、他者を思いやる心（自己肯定感・共感力） 
　本校では、これらの力を育むために、日々の授業や活動を工夫しています。例えば、
授業の中で、自己選択・自己決定の機会を意図的に設定し、「自分で決めたことができ
た」と、自信を高めさせたいと考えています。そして、話し合い活動や体験学習、ICT
を活用した学びなどを通して、子どもたちが「自分で考え、伝え、行動する」機会を
大切にしています。 
　未来は予測できませんが、どんな時代でも「人としての力」が子どもたちを支えて
くれると信じています。これからも、地域の皆さまとともに、子どもたちの成長を見
守り、支えていきたいと思います。 
　今後とも稲沢北小学校の教育活動に対しまして、これまでと変わらぬご支援・ご協
力を賜りますことをお願い申し上げます。

   
    １年 いきものさがし                          
 

　 

　ようやく暑さも和らぎ、いろいろな虫の声がけやき広場いっ
ぱいに広がる季節となりました。そんな中、１年生の児童は、
生活科「いきものとなかよし」という単元で虫探しを行いまし
た。 
　虫が大好きな児童は、友達に虫の捕まえ方を教えてあげたり、
虫の名前を得意げに伝えたりする姿が見られました。その一方
で、虫が苦手という児童も多くいましたが、友達と一緒になっ
て探すことで、笑顔で夢中になって虫を探すことができました。
虫探しの後には、捕まえた虫をじっくり観察しました。児童の
振り返りカードには、「たくさんの虫が、草むらでかくれんぼ
していました」「最初は怖かったけど、観察したらかわいくみ
えてきました」と記述していました。 
　本当に、『いきものとなかよくできた』１年生です。 
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　５年生　野外教育活動 
 
　７月２８日（月）、７月２９日（火）の２日間、旭高原自然

 の家で野外教育活動を行いました。
　カレー作りでは、薪やわりばしを使って火を起こしたり、自
分たちで一から食材を調理したりと、クラスの仲間と協力しな
がら楽しんで取り組んでいました。出来上がったカレーを食べ
ながら「皆で作ったカレーだから美味しい！」「またこういう
機会があったらいいのに」など、仲間と活動するよさを実感し

 ている様子も多くの児童から見られました。
　キャンプファイヤーでは、各クラスが練習してきた劇やダン
スを披露し合ったり、皆でゲームをしたり、マイムマイムを踊
ったりしました。児童一人一人が、野外教育活動に向けて準備
をしてきたことを発揮し、楽しみながらさらに学年の絆を深め

 ることができました。
　日が暮れてきたあたりに、今回のメインとも言えるトーチト
ワリングを披露しました。手に豆ができるほど練習してきたト
ーチトワリングは、見ている全員に感動を与える演技をするこ
とができました。演技が終わった後には、児童から「きれいだ
った」「感動した」などの声も上がっていました。 
　野外教育活動では、仲間と協力して一つのことを作りあげて
いく活動を通して、助け合いの大切さや仲間と協力する楽しさ、
そこから得られる感動などに改めて触れることができました。
また、施設で取り組まれている環境への配慮や取り組みなどに
も目を向けながら、自然と共生していく上で大切なことも考え

 ながら過ごすことができました。
 

　３年　学習発表会 
 
　９月２５日（木）に学習発表会を行いました。３年生は総合的

な学習の授業で「すてきなまちにしたいな！」というテーマを掲

げ、自分たちが住んでいる稲沢市について学習を進めています。

１学期には、国府宮はだか祭りで神男をされた加藤さんを招いて、

ご講話をいただいたことをきっかけに、稲沢市の魅力について学

んできました。 

　今回の学習発表会では、各グループで考えた稲沢市の魅力につ

いて発表しました。子どもたちは、「銀杏」「稲沢カレー」などの

グルメや、「あじさいまつり」「平和さくらまつり」などのお祭り、

他にも「三菱エレベーター」「いなッピー」などについてインタ

ーネットで調べ、スライドにまとめました。 

　発表では、聴いている人が理解しやすいように、文字の大きさ

や写真の貼り方などを工夫していました。初めてのスライドショ

ーでの発表でしたが、子どもたちは一度操作方法を教えると、ど

んどん進めていくことができるので、さすがだなと思いました。 

　本番は、たくさんの保護者の方に見に来ていただき、緊張しな

がらも堂々と発表をすることができました。今後の学習では、稲

沢市をよりよくするために自分たちができることについて、稲沢

 市に住む一人として考えていきます。
 


